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①リスクの処理方法の検討方針

・リスク評価の考え方の妥当性

・リスク処理策の考え方の妥当性

①リスクの処理方法の検討方針

・リスク評価の考え方の妥当性

・リスク処理策の考え方の妥当性

自律移動支援プロジェクト 第３回セキュリティポリシー検討専門委員会のポイント

②ガイドラインの構成の考え方

・ガイドラインの構成

・ガイドラインの記述イメージ

②ガイドラインの構成の考え方

・ガイドラインの構成

・ガイドラインの記述イメージ



2

・リスク全てを制度でカバーできないため、最終的には誰が責任を持つかの政策判断が必要（第１回）

・既存の法制度でどこまで対応可能なのか、その上で上乗せの規制が必要かどうかの議論が必要（第１回）

・機密性等の観点に加え、情報の財産性という観点についても留意が必要（第１回）

・ガイドラインの策定に当たっては、どういう条件を満たせば現行法における法的責任が発生するか、などを詰める
ことが必要(第２回)

・個人情報を取り扱う主体間相互に個人情報の交換を行う際には、主体や場面によって手続きが異なる。よく整理
すべき（第２回）

・情報の取得の際には利用目的の範囲でしか利用できないので、将来的なシステムの汎用性・拡張性といったこと
も考慮し、なるべく漏れがないよう利用目的を特定しておくことが大切（第２回）

管理策の検討・

ガイドライン策定

・視覚障害者誘導などはシビアな情報提供が求められ、内容のシビアさに応じた情報提供手段やリスク対策が必
要（第１回）

・単体では個人情報に該当しなくても他の周辺情報と一体化すると個人情報になるなど留意が必要（第１回）

・個人の行動履歴情報が蓄積される場合には留意が必要（第１回）

・電子情報は電子署名等で真正性を確保できるが、バーコードのコピーへの対応など物理的な面での対策が現制
度では不明確（第１回）

・平常運用時のリスクだけでなく、サービス・システムのライフサイクル全体でリスクを抽出・検討すべき。災害など、
非常時のリスクも考慮すべき（第２回）

・リスクが顕在化する前の検討が必要（第２回）

・すぐに顕在化するリスクと起こるかもしれないリスクなど、いろいろある（第２回）

リスクアセスメント

・１００％安全なシステムはなく、利用者とのリスクコミュニケーションが必要（第１回）

・利用者が情報の正しさを識別する上で、情報リテラシー教育まで視野に入れた制度設計が必要（第１回）

・リスクが顕在化したときの保障のルールについても検討が必要（第１回）

・情報提供者の選択、許可をどうするのか、議論が必要（第２回）

・タグを法でどう扱うかについて議論が必要（第２回）

・このシステムを社会に持ち込むことについてのリスクの検討を行うべき(第２回)
・ガイドラインでいいのか、法整備が必要かという議論は、プロジェクトでどこまで実現したいのかとの関数である

(第２回)

その他

意見区分

自律移動支援プロジェクト 前回委員会までの主な意見
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1.リスク・課題の抽出
自律移動支援プロジェクトに関与する主体ごとの役割等について整理するとともに、主体間の相互
関係を整理し、主体別に、どのようなリスク・課題が発生する可能性が存在するか、利用シーン、
情報の発生から消失までのプロセス等を設定し、抽出する。

1.リスク・課題の抽出
自律移動支援プロジェクトに関与する主体ごとの役割等について整理するとともに、主体間の相互
関係を整理し、主体別に、どのようなリスク・課題が発生する可能性が存在するか、利用シーン、
情報の発生から消失までのプロセス等を設定し、抽出する。

自律移動支援プロジェクト セキュリティポリシー検討専門委員会の検討の流れ

3.リスクアセスメント
主体ごとのより具体的・網羅的なリスク分析を実施する。
3.リスクアセスメント
主体ごとのより具体的・網羅的なリスク分析を実施する。

2.リスク・課題対応の基本的考え方の検討
各主体が責任やリスクを適正に分担、処理し、本プロジェクトの円滑な運用を図るために必要な、
各種規程（ガイドライン等）のフレームや技術的対策の方針等の基本的方向性について検討する。

2.リスク・課題対応の基本的考え方の検討
各主体が責任やリスクを適正に分担、処理し、本プロジェクトの円滑な運用を図るために必要な、
各種規程（ガイドライン等）のフレームや技術的対策の方針等の基本的方向性について検討する。

第１回委員会（H18/2/10）

第２回委員会（H18/4/21）

4.管理策の検討
関連規程の調査、技術的対策の整理、運用的対策の検討結果をふまえ、管理策を選択する。
4.管理策の検討
関連規程の調査、技術的対策の整理、運用的対策の検討結果をふまえ、管理策を選択する。

第３回委員会（H18/8/25）

第４回委員会（H18/11月目途）

5.自律移動支援プロジェクト

セキュリティガイドライン（案）の策定
5.自律移動支援プロジェクト

セキュリティガイドライン（案）の策定

第５回委員会（H19/ 2月目途）



4

委員会
開催

検討内容

平成17年度 平成18年度
平成19年度

以降H18
1～3 4～6 7～9 10～12

H19
1～3

○第１回
(H18.2.10)

・リスク・課題
の抽出

○第２回
(H18.4.21)

・リスク・課題
対応の基本的
考え方の検討

●第３回
(H18.8.25)

・リスクアセスメント
・ガイドラインの構成
の考え方

管理策の検討

●第４回
・ガイドライン骨子
・ガイドライン素案

●第５回
・ガイドライン案

リスク・課題対応の
基本的考え方の
検討 ガイドライン骨子検討 ガイドライン検討

リスク・課題の抽出 リスクアセスメント

自律移動支援プロジェクト セキュリティポリシー検討のスケジュール

ガイドライン案
の更新

必要に応じ、
法制化の検討


